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多自然川づくり取り組み事例

<背景>
　水都大阪の新たな魅力づくりのため、“「人と水辺の絆の復活」～心に響く都心のオアシス～“を基本コンセプトに大
阪ふれあいの水辺事業を開始。大阪ふれあいの水辺事業は、これまで大阪の都心部にはなかった、府民が直接川
に触れられ、水辺でスポーツやくつろぎを感じることのできる「砂浜ゾーン」（平成24年3月完成）と、自然を体感でき、
水辺の動植物の観察などができる「自然再生ゾーン」（平成30年1月完成）を整備するものである。今回は、大阪ふれ
あいの水辺事業のうち、「自然再生ゾーン」の計画立案から工事完成、その後の利活用に至るまで住民参加型で進
めてきたプロセスを発表する。
<課題>
　事業地である一級河川大川の貯木場跡地は、昭和40年代後半の貯木場閉鎖からほとんど手を加えられていない
ため、都心でありながら、多様な水辺形状が残っており、生物相も非常に豊かな環境である。昭和50年代には、周辺
は公園整備が進んだが、貯木場跡地では水難事故やブルーテントなども多かったため、地域の方は、良い印象を
持っておらず、あまり目を向けることもなく、寄り付かない場所であった。
<目標>
　豊かな環境の保全だけではなく、動植物の観察や学習など、人が寄りつき利活用できる空間の創出を目指す。ま
た、整備後、地域が進んで清掃や花植えなど行ってくれる、地域の「大阪ふれあいの水辺ファン」の獲得を目指す。

<取組内容>
　事業を進めるにあたっては、地域との対話を心がけ、計画段階から工事完成まで、誰でも参加できるワークショップ
を合計15回開催し、地域の意見を取り入れながら進めてきた。工事実施の段階では、近隣住民や大学生や高校生、
専門学生を対象に、事業箇所の「歴史」や「生態系」を学んでもらい、水生生物の生息環境の保全作業を一体となっ
て行い、大阪ふれあいの水辺への関心と愛着を持ってもらった。

<アピールポイント>
①住民目線の整備構想に学識経験者の知見を加え、大阪ふれあいの水辺の生き
　物に優しい整備内容と施工方法を考え、工事発注と地域協働と連携して実現。
②結果、近隣学校２校と利活用に関する覚書を締結。現在、学校の環境授業やク
　ラブ活動で、生物観察後、自主的に清掃や草引き等を行ってくれている。
<今後の展開>
①地域の小中学校へ利活用を促し、知ってもらい、使ってもらい、学んでもらう。
②砂浜ゾーンの利用者と連携し、大阪ふれあいの水辺全体で「地域参加型」イベ
　ントを開催し、更なる地域の「大阪ふれあいの水辺ファン」獲得を目指す。
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